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デザインガイドラインの基本方針
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３. デザインガイドラインの基本方針 基本方針をふまえたレベルアップの方向性

デザインのレベル

沖縄こどもの国の現状と、目指すべき姿の間には、一足飛びにはいかない開きが存在する。

レベルアップした目指すべき姿に近づけるために、まずは現状を見直し、集客施設としての「マイナス」部分を洗い出し、

「ゼロ」地点のしつらえを整える必要がある。

その上で基本理念の伝え方によるよいことをプラスし、日本一ユニークな施設を構築していく。

無くすべき風景

隠すべき風景

整えるべき風景

答えを用意しない

とにかくシンプルに伝える

記憶に残るシーンをつくる

動物への理解を深める

伝え方の手法・ポイント基本方針に掲げた 4 つの項目

なぜ？を感じさせる

直観的に感じさせる

シーンを感じさせる

まねることで感じさせる
時間

日本一ユニーク

マイナス（悪いところ）を
ゼロにする

集客施設にそぐわない風景

（P11 ～）

（P09 ～）

よいことをプラスする

デザインのレベル

時間

よいことをプラスする

マイナス（悪いところ）を
ゼロにする



マイナス（悪いところ）をゼロにするということ３.デザインガイドラインの基本方針

- 09 -

既存エリアには、新たな世界観を展開構築していく以前に、来園者の期待や満足にかなわないものも多く存在する。

これらのものを改善しなければ、いかなる魅力的な要素を付加しても、決してよい施設にはなり得ない。

下記に挙げた各項目を最優先検討事項として改善に取り組む。

来園者が使わないもの・使えないものは廃棄・撤去する。

管理に必要なものは収納する。動かせないものはデザインして隠す。

安全は最優先。細心の注意を払い、放置しない。

その場限りではなく、長期的に一貫した世界観を構築する。

汚れをためない、放置しない。

沖縄固有の自然を資源として活かす。

無くすべき風景

隠すべき風景

整えるべき風景

上記の対策は、お客様を迎える最低限の姿勢。

来園者の視点に立って見て、しつらえる。

現状の沖縄こどもの国にみられ
る、集客施設にそぐわない風景

対策の方向
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３. デザインガイドラインの基本方針 マイナス（悪いところ）をゼロにするということ

安全は最優先。
来園者への細心の注意を払い、放置をしない。

沖縄固有の自然を資源として活かすことも重要。

ガジュマルは、沖縄の地方独特の呼称であり、沖縄を象徴
する樹と言える。これらをきれいな状態に保つことで、沖
縄らしい表現をすることにつながっていく。

使わないもの・使えないものは廃棄・撤去する。管理に必要なものは収納する。
動かせないものはデザインして隠す。

遊園地の一角、使用していないと思われるものが置いて
あるのが見える。

建物の裏側に管理用の物入れ、ポリバケツ、吊り下げら
れたホース。来園者からみて見栄えがよいものではない。

勾配があり、路面が傷んでがたがたで危険。
さらに危険を知らせる看板が目立っておらず、よりどころ
である筈の手摺も錆ついている。

その場限りの改修工事を行なわず、長期的に
一貫した世界観を構築する。

動物の描きかたがまちまちである。

水垢が付着し、中にいる動物がみえにくいガラス。

気持ちよく動物たちに出会える場として、
汚れをためない、放置しない。

無くすべき風景隠すべき風景

整えるべき風景整えるべき風景整えるべき風景

整えるべき風景


